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木 材 研 究 第13号 (昭29)
が使用されている｡ 次に主要原料の概略を記す
と,








は 古 くから和紙の 原料 としこ珍琵されて来た
が,その繊維がやや粗剛 であるために,三和の
ように優美で滑らかな紙は作 られないが,強陳



































れるようにな り,所謂 ｢改良半紙｣, ｢局紙｣,
r紙幣)鞘 iu などが抄造されるようになったo
Ⅲ 酢皮 (がんぴ) Wikosiroem,iaSikoki-
and.雁皮は1-.71借 料双子賂多年性瀧木である.

























る｡ 上表のよ うに雁皮繊維は他の繊維 と比較 し

















































? ? ? ????
三種及び礁皮の処理 も大桐 E;-と同じである｡
しか し椎皮では紬 麦の場 合に一･舷に蒸貴を行わ
ない｡










た後,稀アルカ リ水溶液 中 で煮熟するO 使)-fこけ
るアルカリは,古い時代には木灰を使用した0
本!J(-は作用が握漫で繊維の損傷が殆んどないか
ら,今 日でも極 く特殊な場 合には柘に使用され
ることがあるO 次の時代には煮熟剤 として石LlJ(-
が使用 されたが,これは現在でも時}<使用され




木 材 研 密 第13号 し昭29〕
熱の開始時 と, 終1時 との 効力に 差が 生 じな






の繊維は 流水F-rご良 く洗礁 しなければ ならな
い｡最近では,煮熱後稀硝酸で処理することも
ある｡ 炭酸 ソ-ダを煮熟剤 として使用し始めた
のは,明治15年以後のことである｡ これは石灰
よ り効力が大 きく,使用法 も簡単であるから-･
膜に広 く使用されている｡開放釜式の煮熟法は
水 1001に炭酸 ソーダ約 1･2-1･5kgを加え
10kg の白皮 と共に約 1時間半煮熱を行う｡ 紫
熟後はそのまま放冷 し,流水中で ′ワ ク′抜 き
をする｡煮熟の完否は一本 の白皮が指で摘んで
切れれば良い とされている｡ 炭酸 ソーダ煮熟の
三価 ま,三種繊維特有の卵黄色を呈 し,抄紙す
ると洞沢な紙 が得られる｡｢紙幣用机上 ｢証券
用紙｣, r局糸_ru などの健良紙は炭酸 ソーダに
よって煮潔さされている｡ しか し炭酸 ソーダ煮熱
は純 白な紙料を得ることが国難で,そのために
は多量の晒粉を必要 とする｡ 純 白な紙料を得 る
ためには,苛性 ソ-ダ煮熟によらなければなら
ない ｡ 苛性 ソーダが使 用 され始 め たのは,明治
20年前夜からであるO 苛性 ソーダは効力が強い
ためにその濃鹿又は煮熟時間の過剰 などで繊維
を傷っけ,その強度を減 じた り,光沢を損 じた
りすることが屡々ある｡ 三種の苛性 ソーダ煮熟
を例に とると,白皮は煮熟前約 8-15時間流水




中 で7'/抜 きをする｡ 最近の機械抄紙業では,
円筒又は球形のダイジエスター (Digester)を













過度であ り,繊維が傷めら′恒 〔いる｡ このよ う
な/Jこ点を補 う為に,元漬煮熟法,石灰演者熟法,
石伏混 合法などの方法がある｡ 詳 述は掛 ナるカ＼
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川する場 合には 叩解前に 漂白されることも 多
い ｡ 使用される晒粉畳は,白皮の種類,汚染蛙




炭酸 ソーダ ク /y約 8-10.Llo'
二子,rJ-I,性ソーダと消石浜混用 /y ク 約 6!/)i
(2ノ 楯 普 通は川膳をする場合が
多いが,晒粉を使用する





必要 とする｡ 漂白速度促進法も色}<あ り,-･膜
には加 温叉は加酷が行われている｡ 温度が 7oC











15DC の場 合は原料に対して約 1- 1.5% の塩











な り, 一層 の軟質白色の上質紙が 得られる,J
もt.･巾いし
I吸 収紙｣, ｢典具帽｣, ｢元結紙｣, などはこ








































の叩解度の試料を得るために, 小型ビ - ク ー
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20 30 40 5D bO つり 80
叩常夜
(ll) 耐水度i)〔WaterresistalCel










囲許 i) シ ･1 チ ッキ ッ ト (St6ckiきミt)氏扶に 十 J,
で.比耐水贋が求めr)れて,Bノア)｡
一ー464-










20 30 40 50 b0
一般に三種 パ ルプは叩解 要の増加 と共にその
色調が暗 くな る傾向を示す｡
上記 の よ うに紙の物執 押性質は,一一･定の叩解
度を境 として変化 している｡即 ち,抗脹度,班
裂度,伸張率は50,耐操 度,耐裂度は40,剛さ
は30を境 として変化 している｡ 三種繊維の膨潤
開裂が,叩解 庭40附迫か ら急激に生ず ることが
知 られているか ら,上記12種 の試験結果は, こ
れ と関係づければ よく理解 出来 る｡ 又｣二記 の様
に異なった叩解 夏の繊維 の混合物は,元の繊維
よ りも物理的性質が良好 であ る｡ この よ うな点
に,和紙の性質向上 の敬が存在す るよ うに思わ
れ る｡
叩解作用を理論的 に見る と,微細繊維 化 と水
和作 用か ら成る｡ 植物繊維は繊維素 とペ クチ ン
(Pectin) 質 とか ら形 成 され る第 1次層 (厚 さ
0･5!_J)と,その内側のノ第 2次層 とか ら成 る｡第2
次層は織維素 で,糸状のフ ィブ リル(Fibrile)
か ら成るラメル (I.amel)層 (厚 さ 0･2,とE)が
約10層二重なって廿_'βにてい るC,叩解 に よっ で雛1
次層は開裂 し,一部は除去 され る｡第 2次層は
フィブ リルに分裂 し,表面 がけば37,二って来 る｡
この よ うに繊維が微細化される と,単位手軽乾当
i)の表面積が埴 ノヾす るか ら7柄 叫牛用を受け見 く
なるC.X紬分析 の結果 では,叩解 の前 と後 とで
は全然変化が見られないか ら,繊維中に含 まれ
た水は単に水和作用であって, ミ七 ′レ(Micel)
構造の変化は生 じてない もの と鰍 像される｡微
細繊維化 した繊維に よっ て抄紙す ると,繊維間
の接触面横が大 とな るか ら,繊維 の交錯 度が 多
くな り,祭った紙の シー ト (Sheet)が得 られ
る｡ その他に,叩解 された徴椎は机性が大 とな
るか ら徹密な紙 の シ- トが得 られ る｡
叩解 は叩解用ホーレング - (Holander)叉
は ピーク-｢:,行 う｡紙料を水に分散 させてこれ
を楕 円形 の槽 中 に回流 させ, ロ-ルで叩解す るo
ロールには ｡-ル歯 と承薗 とが耳頼｢け られてい
て,両歯･;'jJ啓合せに よってLrL]解 出来 るよ うにな
ってい る｡苗の枚数,税鞘,仲 夏を変える こと




を短 く切断す るものであ る｡締灘‡白身には何 ら
の変化を与えず,単に長 さを短 くす るだけであ
るか ら,紙の強 度は滅程され るけれ ども, りナ
レりは均一一とな る｡漉根上の水漏は良好 で抄紙
し易いが,湿紙の強 度は弱い｡戚紙 は嵩に富み,
弾 力 を有 し吸水度が 大で不透明であるL-, r吸 取
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て,縦の細裂を行 う方法である｡ この目的 に刈
しては,紙料濃度を大に し,鈍い ロール鞠で長
時間叩解を行 うC,粧状 町解を受けた繊紬 ま膨大








である｡ ｢帳簿用紙J, ｢証券用紙工 r薄某
し
紙｣, ｢耐油統一｣ 等旺半吊大叩解によって作 られ
′ー/･Jc)
賓際の作業 では遊離状叩解 と情状叩解 とに区
別することは難 しく,両者の中間で叩解が行わ









































靭皮繊維,牛封こ椎 皮は極めて情状にな り鋸 ､
か左,遊離状町解を行わなければならない｡ こ
の為には紙料濃度を薄 くした り, 叩解時間を短
くした E), ビーター槽中にアルカリ又は〝ネリ〟











て, これで紙を漉 くのである｡ 抄紙法には流漉
法 と溜漉法 上があるが我 国の和紙丁二葉では音 来
流漉法を採用している｡ 流漉法の概要は次の様
てある｡紙細工水 と共に漉槽T-恒こ投 入 され て
ま せ
′馬鍬'′と称す る楯状 のものを槽中に入れて前後
に動かす ことによって捜拝され る｡ 繊維が水 中
に均 一一に分散 した ら′ネ リ〝液を加 え て再び 換 杵




る繊維は 互に絡み合 う｡ この時水の大部分は濯













リ〟は烹Lf-/vl)水漏とも関係があ り, '′ネ リ′' が
薄い と水漏が大 となって繊維が充分に絡み合わ
ないから紙質が締 らない｡逆に '′ネ リ' が濃い
と上記の欠点は補われるが,漉 き上った 紙に








浴,大体同 じである｡我国古来 の漉 き方は溜漉
であると言われてい る｡
抄造 された湿紙は紙床に移 し,水を流 し去 ら
して筏に圧搾す る｡ 圧搾 された湿 紙は一枚づつ
乾燥板に貼 られて乾燥され る｡)以前は 日光乾燥
であったが,硯在で寸土殆んど蒸気叉は電気乾叛
/









楓緋･f/潮 列 LIJ列は優美で縦構J)差が加 ､
･A.: 度 日榊 .;a)差が打糾 加 ､l
使 用繊維 上覧繊維 ･qgJ-:_相に 適す;I,
～
印刷用として 】 巻取Z,)が困酢で輪軌明 り剛 性 ない
l
乾 燥 11
機 構 濃 淡
繊維が縦だ汁に配列する





これに関す る, ｢檀紙｣は紙面に縮緬 のような
しわがある｡ 月宝薯LJは緒製厚紙で, ｢大広 寮











表わす ものな どまちまちで,紙の名前か ら分頚
す ることは不可能である｡ ここでは中村宮次郎




















しよいん はFL L はんせつ








い た ｢紗漉書院｣, 樹指サイズを施 してある
｢指入書院｣等がある｡ 三種だけで漉 いた ｢改
良書院｣ は純白で 紙肌が 滑かで 柔い感 じがす
る｡
(3) ｢半紙｣には相製 としてほ島根県の r石州
半紙｣,高知県の ｢州崎半紙｣, r城 下半紙｣











































用紙 として用い られ てい る｡ ｢コツピ-紙 ｣は
日経皮紋 ｣であ る｡
l' ｢鳥の千一｣
純 色が淡黄 色で馬の卵 に似 てい るので この:fl
があ る｡ 元来増日支だ けで漉かれ るの が 本 当 で
あ るが.近年(′ま三種を混用 してい る｡抄造 L7_)時
に白里 叉は 軍土を 混 ぜて漉 くので, 灰分 が 多
い｡ ｢江川鳥の千一j r色島の子｣ ｢巻 物 鳥の
こ/しし
子 J r一月雄 三馬の千 j ｢薄島の子｣ ｢紺東町 等
がLi:,)るこ,
L-L7/ -)i/
X 上れO-)他 に揮豪 用紙 と して 日帽 一紙｣,
膏結 晶 ｢車夫品 Iー帯蒜 ｣等 があ る｡､ 欄
祇｣は麻を主原料 としてい るo
以上 和紙 の 程華仁及び 名称について記述 t_た
浴, 正確な分節は国難 で, 例 えば ｢紺拭J は
r島の子J類 で もあ り, 漉 色紙で もあ り ｢雁 斑
紙｣で もあ る様に どの稗準に属す るか正棒に決
定出来 ない ものが 多い｡又,原料 につい ても,
元来 ｢烏の子｣は′酢皮, r酉の内｣は秤 と決っ
た ものであったが,硯 在では,三桁,聴硫酸 パ
ルプその他 の補助原料を混 入 してい るものが 多
く,純粋な和紙は少 くなった｡
硯在抄造 されてい る和紙を断機鏡 で観察 して
原料繊維 を砕認す る と第 6表に嘉 されてい る様
であ る｡第6表を 見る と判るよ うに代 用原料 が
相 当混 入されてい :,'o
第 6 表
紙 名 l 確地
小 高 檀 紙 福一杵
_!上演 奉 書 〝
杉 原 〝
典 H 帖 高知
〝 岐阜
石 川 辛 緋 詰限
飛 駒 栃木
酉 一/T-1 的 〝
-1E 村 〟
島 t/', l'･ 福 井
色 鳥 J'T 〟
長 森 ~下 岐阜

















和 紙 の 性 質
和紙 .I))耐 '/JJか極 めて大 であ ることは,聖徳
太子時代 の紙が今 日なお保存 さ′巨/てい ′て'ことか
料
らもわか る｡ 少 くとも今か ら150年前 の紙は,
今 日鋸微鏡 て観察 して もその繊維 か殆ん ど棺傷
され ていない｡lこれは往時は煮熱に強 い薬品孝.,
一469--















小 高 檀 紙






自 製 書 院




































横 1 縦 長 研
1


























































詳 a)耐折度は, ミユレン試験機を使用して測定してある ｡
*印 は 測定不可能で寿ノZ)fl
緊度の最高は ｢コツピー机｣である｡これは, 緊励 ま約0.3の値を有する筈であるが (一一灘打こ










が, 破裂度は ｢コツピー紙｣ が最大で あ り,
｢色烏の子｣ ｢半紙｣ ｢傘紙｣等が大きく,吹





は破裂疫が比較的大であ り,相がこれに次 ぎ ^
木材パルプが最低である｡ 又同じ柑紙について
も第3表の No.15 と No.16の棺半紙,叉は







長が 10km 以上のものは ｢傘紙｣ ｢鳥の子J
燕, ｢コツピ 紙ー｣であ り,これに次ぐものと









































としてほ, 1-10gr'′トロロア オ イ〝根部 を
100cc の水 で抽出したものを使用している〇
--Ir/-1I
木 財 研 療 執 3号 (昭29)
時間による粧質液の粘度低下は第 14図 に 云さ
れ て い る ｡ 始めは粧 夏の低下が急速であるが
!,/I:差掛こ緩慢 とな り,慮後には略々--･定借に運す
る｡机質液は濁度によっても又着るしく粘度を





2 4 b 8 70 日数
精度変化か示されているが,温度上昇に在って
次弟 に各粘質液L/)粘度はi用妾近 L,曲線の傾向
か ら見 ると, 50cc 以上に加熱す ると粘度は互
第 16 図
70 20 30 40 50㍗
第 15 図
廿 50c にまで加熱 された粘貫液は,冷却 して
から再び紺 宴を測定す ると,前に 15oC で示し
た精度よ りも低い値せ 嘉すのであって,粘度の
完全な国後が生 じない,J このことは粘 性の根裾
である粘質物が熱によって変質を起 した ことを
物語 るものである｡更に精解液を 25oC-27oC




とするときに pH は最少とな り,その後再び




























莱,粘質物を 水に 帝溶解させて放帯して帯 く
と,澱粉などほ容易に沈澱して来て,遂には溶
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ノ -ーズの結 合は比較 的 弱いことを読 している｡
結局,鮎貫液が時間の経過 と共に粘度を低下
させ るのは,粘質物.,/_)結 合の弱所で加水分解が
堤 [),それが網 目構造に影響を与え, 叉それ と






よるものであって, 対称が 植物で あるから産
地,隼数,気候などによる環童の差輿が大 きく
影響 しているものであるU ここに代表的な例 と
して三和 ,lj分析値を示す と第 9表の様である7)
この分析値では灰分は3.31%である｡ 一般に




は和紙の光沢に関係が深 く,紙料 中に もこれが
残存 していて,自然サ イズ効果を有す るものと
言われている｡




和細 則 斗を紙料にまで処理 して行 く過程に於
て ,原料の成分比カ∵変化 して行 く｡ この変化を
遇跡 して行 くと第11表･,Jj様な結 果にな る ｡' (:,





















.ユ ー 紙 維
// ゝ ･/LJ








メ チ ル ベ ン ト ー サ ン
ガ :) '/ タ ン
~マ ン ナ ､ノ























澱粉 又は ネリを加えた為であろ う,J リグ ニ ンは
世良 ･後藤 :手渡和紙に就て
# 10 #-I




アルコール ･べ ソ ピーソ
抽 出 物
冷 水 抽 出 物
温 水 抽 出 物
17,bNaOH 抽 出 物
-ヾ ンノ ト ー ザ ソ
ウ ロ ソ 酸
へ ク チ ン′
ガ ラ ク タ ソ
べクチソ抽出藩の試料
によるガ ラ ク タ ソ
マ ン′ ナ ソ
リ グ ソ
全 繊 維 素
全繊維素中のα繊維素








灰 分 分 析



































合蛙は手打叩解紙料の僅か 1′/2に もならない｡ の様な点に由来す るのではなかろ うか｡又銅価
-475-













































本的な究明であろ う｡ 和紙の優美さ,強さが 〝
ネリ〟に叉猪,三種,椎皮の繊維に起因すると
考えられている以上,この間題を解 決 せ ず し


















世良 ･後藤 :手渡和紳 こ就て
ingeneral,mayrepresentedbythefolowing
Sequences:
i)Strippingbarks.
i)Boilingwithalkalinesolution･
ii)Beatinginwetstate･
iv)Bleaching･
Ⅴ)Makingpaper･
Itseemsthatthesehandlingshavea
greatinfluenceonthepropertiesoHapanese
paper. Thepropertiesofpaper,indeed,
Canbemodifiedbycontrolingtheboiling
process- 一reaCtiontimeandtemperature,
alkalineconcentration,etc,- -,furthermore
bythedegreeofbeating･Itisclearthat,
morethanal,thedegreeofbeatinggives
theapparentdifferenceonthemechanical
propertiesofJapanesepaper･
Thereisconsiderablepublished infor一
nationontheeffectsof"Neri",whichis
themucilageoftherootof T`ororoaoi"
(Abelmoschusmanihot),onJapanesepaper
making,butno generalagreemeutasto
thenatureofthesseeffects. Itshouldbe
noted,however,thatthepresenceof N`eri'
in makingpapermaydistinguishJapanese
paperfrom theothers.
Thereisscarcelyanychemicalbasison
Japanesepaper,especialyon N`eri'.
Then,chemicalstudiesonJapanesepaper
arebeinginvestigatedfurther.
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